
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）中学校２年 理科 解答及び配点一覧 №１
＊解答例であり同意であれば可

大問 中問 小問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

１ (1) ① 思考 ・面積の違い ２
表現 ・大きさの違い

２５
点 (2) ② 技能 ・対角線は引いていないが，容器の中心に近い ２ ○対角線を引き，容器の中心を見付け，そこ ３

ところから鉛直下向きの矢印の線を，図中に から１ｃｍ鉛直下向きに矢印を引いている。
１ｃｍ引いている。

・容器の下端から，鉛直下向きに１ｃｍの矢印 １
を引いている。

・容器の中心を見付けるため，対角線のみ引い ０
ている。

(3) ③ 知識 ・圧力 ３
理解

(4) ④ 技能 ○単位はあるが，四捨五入ができていない。 ○四捨五入ができており，単位が書かれてい ４
・９ｃｍ２のとき，１Ｎ／ｃｍ２ ２ る。(各２点)
または １．１１Ｎ／ｃｍ２ ・・・・・１点 ・９ｃｍ２のとき １．１Ｎ／ｃｍ２…２点

・４９ｃｍ２のとき，０．２０Ｎ／ｃｍ２ １点 ・４９ｃｍ２のとき ０．２Ｎ／ｃｍ２…２点
計２点 計２点

○四捨五入はできているが，単位がない。
・９ｃｍ２のとき，１．１ ・・・・・・１点 ２
・４９ｃｍ２のとき，０．２・・・・・・１点

計２点

(5) ⑤ 知識 ○１ｍ２当たりの力の大きさ（Ｎ）で圧力を ４
理解 正確に計算ができている。

・４０００（Ｐａ）

(6) ⑥ 思考 ５
表現 採点基準（５点満点）

基準１：根拠を記述（２点）
基準２：面積の違いによる圧力の変化の理解（３点）

基 準 採点内容 配点 得 点

基準１ ・根拠の記述 ２ ・実験結果を基にして根拠を書いている。

基準２ ・圧力の変化の理解 ３ ・加える力を同じにしたとき，面積が小さいと圧力
が大きくなり，面積が大きいと圧力が小さくなる
ことを考えることができる。

≪配点例１≫ ・加える力が等しいとき，板の面積が大きく
・板の面積が大きくなれば，圧力が小さくなるから。 なれば，スポンジのへこみが小さくなるた
基準１：根拠の記述・・・・・・・・・・・２点 め，スタンプの面積が大きくなれば，圧力
基準２：圧力の変化の理解・・・・・・・・０点 が小さくなるから。

計２点
≪配点例２≫ ・加える力が等しいとき，板の面積が大きく
・圧力が小さくなり，大きな力が必要になるから。 なれば，圧力が小さくなるから，熊本城の
基準１：根拠の記述・・・・・・・・・・・０点 スタンプを押すとき大きな力が必要になる。
基準２：圧力の変化の理解・・・・・・・・２点 等

計２点

【授業改善の視点】
理科の学習においては，課題に対して自分で実験計画を立て実験を行い，科学的な根拠を基に説明する

学習が重要である。そのために，実験結果を基に考察する学習を位置付ける必要がある。
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平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）中学校２年 理科 解答及び配点一覧 №２
＊解答例であり同意であれば可

大問 中問 小問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

１ (7) ⑦ 関心 ４
意欲 採点基準（４点満点）
態度 基準１：グループ分けができる。（２点）

基準２：面積の違いと圧力の大きさとを関連付けた理由の説明（２点）

基 準 採点内容 配点 得 点

基準１ ・グループ分け ２ 「加える力の大きさ」と「面積」に着目し，日常生
活で使用されるものを，２つにグループに分ける
ことができる。

・３つとも正しく選んでいる場合のみ（完答）

基準２ ・面積の違いと圧力 ２ ・面積の違いにより，圧力が大きさが異なり，その
の大きさとを関連 目的に応じた利用がなされている理由に気付いて
付けた理由の説明 いる。

≪配点例１≫ ○利用する際に，面積が大きいので，圧力が
規準１：正しいグループ分け・・・・・・・２点 小さくなっている道具と，逆に面積が小さ
規準２：片方だけ説明・・・・・・・・・・１点 いので，圧力が大きくなっている道具を理

合計３点 解し，説明している。
≪配点例２≫ （面積が大きい例） ○ イ，オ，カ
規準１：正しいグループ分け・・・・・・・２点 理由
規準２：説明なし・・・・・・・・・・・・０点 ・先端の面積が大きいので，圧力が小さくな

合計２点 っている道具であるから。
（面積が小さい例） ○ ア，ウ，エ
理由
・先端の面積が小さいので，圧力が大きくな
っている道具であるから。

２ (1) ⑧ 知識 ○「軽くなる」と答えているが，理由が十分で ２ ○「軽くなる」と答え，酸化銀中の酸素の分 ３
理解 はない。 が軽くなる理由であることが説明されてい

２５ ・理由：酸素が発生したから。 る。
点 ○「軽くなる」と答えているが，理由が間違い ・重さ：軽くなる。

または無解答。 １ ・理由：酸化銀が分解し，酸素が気体として
・理由：銀が残ったから。 空気中に出ていったから。

(2) ⑨ 技能 ５
採点基準（５点満点）
基準１ 表の作成（１点）
基準２ 項目の記入（２点）
基準３ 調べる酸化銀の質量（１点）
基準４ 単位の記入（１点）

基 準 採点内容 配点 得 点

基準１ 表の作成 １ 必要な項目やデータをかく欄がある。

基準２ 項目の記入 ２ 酸化銀，銀，酸素の３つの項目が記入されている。
（２点）
酸化銀と銀の２つの項目が記入されている。（１点）

基準３ 調べる酸化銀の １ 1.5，3.0，4.5，6.0までの調べる酸化銀の質量が，左か
質量 ら順に記入されている。

基準４ 単位の記入 １ 項目それぞれに(g)が記入されている。

《配点例１》○基準１＋基準２＋基準３・・・４点 ○上記の４基準について，正しく記入されて
いる。

《配点例２》○基準１＋基準２(1点)＋基準３ ３点
基準４

《配点例３》○基準１＋基準３ ２点



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）中学校２年 理科 解答及び配点一覧 №３
＊解答例であり同意であれば可

大問 中問 小問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

２ (3) ⑩ 知識 ○「質量」（重さ）という語句を用いずに説明 ○銀と酸素が一定の質量の割合で化合してい ３
理解 している。 ることを説明している。

・一定の割合（比）で化合している。 ２ ・一定の質量の割合（比）で化合している。
・比例している。 １ ・１４：１の質量比で化合している。
○一定の割合（比）という語句を用いていない
・化合している。 ０

(4) ⑪ 技能 ○係数が約分され，正しく表現されている。 ２
２Ｈ２ ＋ Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ

(5) ⑫ 技能 ○水分子を２分子，酸素分子を１分子かき，化 １ ○水分子を４分子，酸素分子を２分子かき， ３
学変化の前後で原子の種類と数が同じになっ 化学変化の前後で原子の種類と数が同じに
ている。 なっている。

(6) ⑬ 思考 ○２つ正答している。 ４ ・Ａ：イ・・・２点 ６
表現 ○１つ正答している。 ２ ・Ｃ：エ・・・２点

・Ｄ：オ・・・２点 （各２点）

(7) ⑭ 思考 ○「質量」（重さ）（体積）という語句を用い ○２つの物質が一定の質量比（重さの比・体 ３
表現 ずに説明している。 積の比）で化合することが説明されている。

・２つの物質の化合する割合（比）は一定であ ２ ・化合する２つの物資の質量（体積）比は一
る。 定である。

・２つの物質の化合する割合は比例する。 １

３ (1) ⑮ 知識 ・食べ物を吸収されやすいようにするはたらき １ ・養分を吸収されやすい形に分解させるはた ３
理解 （分解という言葉が使われていない） らき

２５
点 (2) ⑯ 技能 ・水道水をお湯に変える。 １ ・水道水ではなく，ヒトの体温（３５～４０ ３

（温度が書かれていない） ℃）くらいのお湯にする。

⑰ 思考 ・ヒトの体温に近付けた方がいいから。 ２ ・ヒトの体温と同じくらいにした方が，消化 ４
表現 （理由をはっきり述べていない） が盛んに行われるから。

(3) ⑱ 技能 ○１つ正答している。 １ ・ア：デンプン（がなくなった。）（各１点） ２
・イ：糖（ができた。）

⑲ 知識 ・ウ：消化酵素（アミラーゼ） １
理解

(4) ⑳ 知識 ○１つ正答している。 １ ・エ：タンパク質 （各１点） ２
理解 ・オ：脂肪

(5) ㉑ 知識 ○２つ正答している。 ２ ・カ：胃 （各１点） ３
理解 ○１つ正答している。 １ ・キ：小腸

・ク：大腸

(6) ㉒ 知識 ４
理解 採点基準（４点満点）

基準１：デンプンを分解する消化酵素（２点）
基準２：ブドウ糖の小腸での吸収（１点）

基 準 採点内容 配点 得 点

基準１ ・消化酵素が出る場 ２ ・デンプンを分解する消化酵素が出る３つの場所（だ
所 液せん，すい臓，小腸の壁）を書いている。

基準２ ・ブドウ糖の小腸で ２ ・デンプンはブドウ糖に分解され，小腸の柔毛の中
の吸収 の毛細血管に吸収されることを書いている。

≪配点例１≫ ・（口から取り入れたデンプンは，）だ液せん，
・だ液せん，すい臓，小腸の消化酵素の（はたらき すい臓，小腸（の壁）の消化酵素の（はた
で） らきで）
基準１：消化酵素の３つの場所・・・・・・２点

・毛細血管（に入る。） ・ブドウ糖に分解され，小腸の柔毛で吸収さ
基準２：ブドウ糖の吸収・・・・・・・・・１点 れ毛細血管（に入る。）

合計３点
≪配点例２≫
・だ液せん，小腸の消化酵素の（はたらきで）
基準１：消化酵素の２つの場所・・・・・・１点

・ブドウ糖に分解され，小腸の柔毛で吸収され毛細
血管（に入る。）
基準２：ブドウ糖の吸収・・・・・・・・・２点

合計３点
≪配点例２≫
・消化酵素の（はたらきで）
基準１：消化酵素のみ・・・・・・・・・・１点

・小腸で吸収され毛細血管（に入る。）
基準２：ブドウ糖の吸収・・・・・・・・・１点

合計２点



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）中学校２年 理科 解答及び配点一覧 №４
＊解答例であり同意であれば可

大問 中問 小問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

３ (7) ㉓ 関心 〇大根おろしのはたらき（３大栄養素を全て消 ・大根おろしは，３大栄養素（炭水化物・タ ３
意欲 化すること，魚の毒を消すこと，栄養素がた ンパク質・脂肪）を全て分解（消化）する
態度 くさん含まれていること）などの中から言い はたらきがある。また，魚の毒を消したり，

伝えを説明している。 栄養素もたくさん含まれているので，食べ
・大根おろしのはたらきのうち２つを書いてい ２ るとからだに良いためである。
る。

・大根おろしのはたらきのうち１つを書いてい １
る。

４ (1) ㉔ 知識 ○火山噴出物の１つを正答している。 １ ○火山をつくる火山噴出物（溶岩・軽石・火 ２
理解 山灰・火山れきなど）を２つ答えている。

２５ ※火山ガス・マグマは不可
点

(2) ㉕ 思考 ○２つ正答している。 ２ ○中生代の海底に地層ができ，それが隆起し ３
表現 ○１つ正答している。 １ てエベレストを形成したことが説明されて

いる。（各１点）
・ア：中生代
・イ：海底
・ウ：大地が隆起して

(3) ㉖ 知識 ○堆積岩を構成する粒子の径について答えて ２
理解 いる。

・粒の大きさ

(4) ㉗ 知識 ○オのみ正答している。 ２ ○２つとも正答している。 ５
理解 ○カのみ正答している。 ・オ：斑状・・・２点

・急に冷えて ２ ・カ：地表で急に冷えて・・・・・・・３点
・地表で冷えて １

(5) ㉘ 思考 ○「侵食」など水の作用を説明していないが， ２ ○侵食作用等，水の作用で地形が変化したた ３
表現 地形が変化したことを説明している。 めに火口が見られないことを説明している。

・地形が変化したから。 ・侵食作用により，火口が削られ，見えなく
なったから。

(6) ㉙ 思考 ○マグマの（溶岩）のねばりけの違いは説明し １ ○マグマ（溶岩）のねばりけによる違いであ ３
表現 ていないが，噴火の違いなど他の違いを説明 ることを説明している。

している。 ・マグマのねばりけの違い。
・噴火の仕方の違い。

(7) ㉚ 技能 ○キのみ正答している。 １ ○まとめとして海でできた岩石か，溶岩が冷 ４
○クのみ正答している。 １ えてできた岩石かで判断している。
○ケのみ正答している。 ２ ・キ,ク：堆積岩,火山岩 ※順不同・・２点

○成層火山の名称を答えている。
・ケ：浅間山，桜島など・・・２点

(8) ㉛ 関心 ○理由だけ述べられている。 ２ ○調べたい山の名称をあげ，理由（形や構成 ３
意欲 ・近くから化石が出るから調べたい。 物等）を説明している。
態度 ○具体的な山の名称を答えている。 １

・市房山を調べたい。 山の
三角岳

理
地域で最も高い山だから。

名前 由

山の
飯田山

理
近くから化石が出るから。名前 由

【授業改善の視点】
理科の学習においては，理科を学ぶ意義や有用性を実感させ，理科への関心を高めることが重要である。

そのために，学習したことと身近にある自然と関連させる学習活動を設定する必要がある。


